
平 成 27 年 国 勢 調 査 の 実 施 に 向 け た 検 討 体 制 （案）

平成27年国勢調査実施計画の策定

○平成27年国勢調査の企画に関する検討会

・22年の調査で導入した新たな調査方式の効

果・影響の検証

・ＩＣＴの進展・普及に対応した調査方法の

在り方（回答者の利便性の向上）

・社会経済情勢のニーズに応えるデータを提

供することや、回答者の負担を軽減するこ

とを考慮した調査項目の在り方

・地方公共団体の事務負担に配慮した調査事

務の在り方 など

※一部の地方公共団体がオブザーバーとして

参画予定

○平成27年国勢調査関係者会議（仮称）

・平成27年国勢調査の実施に向けた協力体

制の整備

・国民の理解確保のための長期的方策につ

いて意見交換

※マンション関係団体、外国人関係団体、

教育界など、各層からの参画

外部知見等を交えた検討

検討体制（別添参照） 試験調査による実地検証

調査実施者を主体とした検討

○国勢統計実務検討会（仮称）

・調査を円滑かつ正確に実施するた

め、実務に関する諸問題について、

調査方法及び結果の利活用の観点

から検討

・構成は、ブロック幹事県等都道府

県及び政令指定都市

地方公共団体とともに検討

○平成27年国勢調査企画会議（仮称）

・平成27年国勢調査の企画に係る事

項全般について審議し、調査の実

施計画案を策定

総務省統計局での検討
（平成24年度）

・全国から一部の都道府県・市区町村を選定

・調査方法、調査事務及びこれに関連する事

項の検証

第１次試験調査

（平成26年度）

・47都道府県の県庁所在都市・政令指定都市

・第１次・第２次試験調査結果を踏まえた調

査方法、調査事務、調査票の設計等の最終

的な検証

（平成25年度）

・全国から一部の都道府県・市区町村を選定

・第１次試験調査結果を踏まえた検証

・調査票の調査事項の検証

第２次試験調査

第３次試験調査
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体制一覧 

 

１ 調査実施者を主体とした体制（案） 

 平成 27 年国勢調査企画会議（仮称） 国勢統計実務検討会（仮称） 

構成員 総務省統計局及び独立行政法人統計センターの関

係職員 など 

一部の都道府県及び政令指定都市の統計主管課長

並びに総務省統計局国勢統計課の関係職員 など 

目的  平成 27 年国勢調査の企画に係る事項全般について

審議し、同調査の実施計画を策定するため、開催する。 

 調査の実務に関する諸問題について、調査方法及び

結果利用の観点から検討を行うことを目的として、開

催する。 

検討事項 ①調査方法 

②調査項目 

③調査実施事務 

④調査環境整備 

⑤結果の集計・提供 

①調査方法及び調査事務について 

②調査の実施体制の整備について 

③調査員及び指導員について 

④個人情報の保護について 

⑤調査環境の整備及び調査協力の確保について 

⑥結果提供について 

 

２ 外部知見者や関係団体を主体とした体制（案） 

 平成 27 年国勢調査の企画に関する検討会 平成 27 年国勢調査関係者会議（仮称） 

構成員 有識者、一部の都道府県・市区町村の職員及び総務

省統計局の関係職員 など 

各種関係団体及び総務省統計局の関係職員 など 

目的  平成 27 年国勢調査の企画に資する具体的かつ専門

的な検討を行うことを目的として、開催する。 

調査を円滑かつ正確に実施できる体制の整備を図

るとともに、調査への各般の理解と協力を得ることを

目的として、開催する。 

検討事項 ①試験調査の企画及び結果の検証 

②本調査の調査方法等の企画 

③国民の理解・協力の確保 

－ 
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